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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期
第２四半期
累計期間

第21期
第２四半期連結
累計期間

第20期
第２四半期
会計期間

第21期
第２四半期連結
会計期間

第20期

会計期間

自平成21年
１月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
２月１日
至平成22年
７月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
５月１日
至平成22年
７月31日

自平成21年
１月１日
至平成22年
１月31日

売上高（千円） 2,771,7933,206,8801,398,3261,461,8476,659,010

経常利益（千円） 5,981 178,001 23,774 47,401 203,436

四半期（当期）純利益（千円） 2,313 103,059 12,984 27,537 94,104

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 308,100 － －

発行済株式総数（株） － － 9,600 － －

純資産額（千円） － － 1,353,3301,368,1821,296,113

総資産額（千円） － － 5,662,1766,251,9046,151,105

１株当たり純資産額（円） － － 140,971.90151,750.44143,757.01

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
240.9411,430.691,352.543,054.339,819.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － －

自己資本比率（％） － － 23.9 21.9 21.1

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△182,777 71,101 － － 411,981

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△448,463 48,341 － － △775,886

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
560,223 18,191 － － 608,271

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 577,5781,028,954892,085

従業員数（人） － － 142 136 137

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。　

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第20期第２四半期累計（会計）期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、第20期第２四半期連結累計

（会計）期間に代えて第20期第２四半期累計（会計）期間について記載しております。

４．持分法を適用した場合の投資利益については、第20期第２四半期累計（会計）期間については関連会社が存在

しないため記載しておりません。また、第20期及び第21期第２四半期連結累計（会計）期間については、連結財

務諸表を作成しているため、記載しておりません。 

５．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

６．第20期は決算期変更により、平成21年１月１日から平成22年１月31日までの13ヶ月の変則決算となっておりま

す。　
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

　

　

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

 

  

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成22年７月31日現在

従業員数（人） 136 (94)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第２四半期連結会計期間における臨時従業員の平均雇用人員で

あります。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年７月31日現在

従業員数（人） 135 (94)

　（注）１．従業員数は役員を除く就業人員であります。

２．従業員数の欄の（　）内の数字は、外数で当第２四半期会計期間における臨時従業員の平均雇用人員であり

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績は、次のとおりであります。

品目別 仕入高（千円）

婦人靴 794,067

合計 794,067

（注）１．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の仕入金額として651千円を含んでおります。

４．前第２四半期会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同期比については記載しておりま

せん。

　

(2）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高（千円）

婦人靴  

卸売事業（靴専門店・その他） 1,173,576

小売事業（直営店） 288,270

その他事業（当社） 13,938

セグメント間消去 △13,938

合計 1,461,847

（注）１．セグメント間の内部売上高を含めて表示しております。

２．金額は、販売価格によっております。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４．小売事業（直営店）の金額には、靴付属品（靴クリーム等）の販売実績として869千円を含んでおります。

５．前第２四半期会計期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同期比については記載しておりま

せん。　

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

  

 

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

    前年同四半期会計期間は、四半期連結財務諸表を作成していないため、また、決算期の変更に伴う13ヶ月の変則決

算であるため、「(1）業績の状況」、「(3）キャッシュ・フローの状況」における前年同四半期連結会計期間との

比較・分析は記載しておりません。 

(1）業績の状況　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、完全失業率が再び上昇に転じ６月には5.3％となるなど、依然

として予断を許さない雇用情勢が続きました。また、６月の全国百貨店売上高が前年同月比6.0％減となり、28ヶ月

連続して前年同月を下回るなど、引き続き消費が低迷しました。

当社が属する婦人靴業界におきましては、安売り競争の激化等による商品販売価格の下落傾向が見られました。

こうした環境のもと、当第２四半期連結会計期間において当社は、自社企画力を生かした商品開発とイレギュ

ラーサイズ商材の拡販等に注力しました。また、中国現地法人を活用した直輸入比率の向上による原価率の低減に

努めたことから売上総利益率が改善致しました。

この結果、当第２四半期連結会計期間につきましては、売上高1,461百万円、営業利益54百万円、経常利益47百万

円、四半期純利益27百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりであります。なお、事業の種

類別セグメントの業績については、セグメント間の内部売上高又は振替高を含めて記載しております。

（卸売事業）

当第２四半期連結会計期間におきましては、百貨店向け販売が引き続き堅調であったことに加え、主要アパレル

顧客向け販売が大幅に伸長しました。これらの結果、卸売事業における売上高は1,173百万円、営業利益246百万円と

なりました。

（小売事業）

当第２四半期連結会計期間におきましては、売筋商材の適時投入の徹底に努めたほか、JELLY BEANS新宿三越アル

コット店を閉鎖しました。これにより、７月31日現在の直営店舗数は18店舗（期末日退店店舗含む）となりました。

この結果、小売事業における売上高は288百万円、営業利益17百万円となりました。

（その他事業）

その他事業における売上高は13百万円、営業利益は10百万円となりました。

 

(2）財政状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、2,622百万円（前連結会計年度末は2,451百万円）とな

り、170百万円増加しました。主な理由は、売上債権の増加（1,018百万円から1,169百万円へ151百万円増）、現金及

び預金の増加（1,167百万円から1,244百万円へ77百万円増）、並びに商品在庫の減少（191百万円から163百万円へ

28百万円減）であります。

また、固定資産の残高は、3,629百万円（前連結会計年度末は3,699百万円）となり、69百万円減少しました。主な

理由は、固定資産の取得による増加（25百万円増）及び減価償却による減少（89百万円減）であります。

 

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、2,127百万円（前連結会計年度末は2,117百万円）とな

り、10百万円増加しました。主な理由は、１年内返済予定の長期借入金の増加（858百万円から911百万円へ52百万円

増）及び未払金の減少（166百万円から139百万円へ26百万円減）、未払法人税等の減少（95百万円から79百万円へ

15百万円減）であります。

また、固定負債の残高は、2,755百万円（前連結会計年度末は2,737百万円）となり、18百万円増加しました。これ

は主に、運転資金の調達による長期借入金の増加（2,330百万円から2,356百万円へ25百万円増）及びリース債務の

減少（149百万円から136百万円へ13百万円減）によるものであります。

 

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、1,368百万円（前連結会計年度末は1,296百万円）とな

り、72百万円増加しました。主な理由は、四半期純利益の計上103百万円による増加及び配当金の支払い28百万円に

よる減少であります。　

(3）キャッシュ・フローの状況
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　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末に比べて440百万円増加し、1,028百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとお

りであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は、501百万円となりました。

　これは主に、売上債権の減少額294百万円、たな卸資産の減少額131百万円、税引前四半期純利益46百万円及び減価

償却費44百万円に対し、仕入債務の減少額９百万円によるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は、15百万円となりました。

　これは主に、差入保証金の回収による収入８百万円に対し、有形固定資産の取得による支出11百万円及び差入保証

金の差入による支出10百万円によるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は44百万円となりました。

　これは主に、長期借入れによる収入200百万円に対し、長期借入金の返済による支出221百万円、リース債務の返済

による支出15百万円及び配当金の支払額７百万円によるものであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。 

(5）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、「（2）設備の新設、除却等の計画」に記載した事項を除いては、設備に重要

な異動はありません。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設及び除却につ

いて、重要な変更はありません。また、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設及び除却につい

て完了したもの、及び新たに確定した計画は以下のとおりであります。

 

①重要な設備の新設 

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について、完了したものはありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した計画は以下のとおりであります。　

会社名事業所名 所在地
事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了時期

当社　JELLY BEANS

ららぽーとTOKYO-BAY店
千葉県船橋市 小売事業 小売店舗 平成22年９月

当社　JELLY BEANS

心斎橋ＯＰＡ店
大阪市中央区 小売事業 小売店舗 平成22年９月

当社　JELLY BEANS

熊本パルコ店
熊本県熊本市 小売事業 小売店舗 平成22年９月

 

②重要な設備の除却

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の除却について、完了したものは以下のとおりであります。　

会社名事業所名 所在地
事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了時期

当社 JELLY BEANS

新宿三越アルコット店
東京都新宿区 小売事業 小売店舗 平成22年７月

当第２四半期連結会計期間において新たに確定した計画は以下のとおりであります。　

会社名事業所名 所在地
事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了時期

当社 JELLY BEANS

金沢百番街店
石川県金沢市 小売事業 小売店舗 平成22年10月

　

③重要な設備の移設

当第２四半期連結会計期間において新たに確定した計画は以下のとおりであります。なお、移設の内容は、既存店舗

の同施設内におけるフロアの移動であります。

会社名事業所名 所在地
事業の種類別

セグメントの名称
設備の内容 完了時期

当社 JELLY BEANS

仙台パルコ店
仙台市青葉区 小売事業 小売店舗 平成22年９月
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000

計 32,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成22年７月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年９月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,600 9,600
大阪証券取引所

（ヘラクレス）
（注）

計 9,600 9,600 － －

 （注）当社は単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年５月１日～

平成22年７月31日
－ 9,600 － 308,100 － 230,600
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（６）【大株主の状況】

　 　 平成22年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

 天　笠　悦　藏  東京都台東区 3,213 33.47

 吉　田　嘉　明  千葉県浦安市 1,865 19.43

 株式会社アマガサ  東京都台東区浅草６丁目３６番２号 584 6.08

 天　笠　民　子  東京都台東区 511 5.32

 天　笠　竜　蔵  東京都台東区 459 4.78

 安　西　彩　子  東京都台東区 260 2.71

 天　笠　咲　子  東京都台東区 260 2.71

 葛　原　武　見  神戸市須磨区 130 1.35

 アマガサ従業員持株会  東京都台東区浅草６丁目３６番２号 126 1.31

 カツハラ　タケヒロ  神戸市須磨区 100 1.04

計 － 7,508 78.21
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年７月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　 　584　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　 　9,016 9,016

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 － － －

発行済株式総数  9,600 － －

総株主の議決権 － 9,016 －

　　

②【自己株式等】

平成22年７月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）

株式会社アマガサ　

東京都台東区浅草六丁目

36番２号
584 － 584 6.08

計 － 584 － 584 6.08

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
２月

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

最高（円） 255,000260,000290,000263,500240,000234,000

最低（円） 220,000217,000246,500230,000220,000223,600

（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所ヘラクレスにおけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(2）当社は、平成21年３月30日開催の第19回定時株主総会において、定款の一部変更を決議し、決算期を12月末日から

１月末日に変更いたしました。これに伴い、前第２四半期会計期間は、平成21年４月１日から平成21年６月30日まで

（前第２四半期累計期間は平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）、当第２四半期連結会計期間は、平成22

年５月１日から平成22年７月31日まで（当第２四半期連結累計期間は平成22年２月１日から平成22年７月31日ま

で）となっております。

　

(3）前第２四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年

１月１日から平成21年６月30日まで）は、四半期連結財務諸表を作成していないため、前第２四半期連結会計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年１月１日から平成21

年６月30日まで）に係る四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第２四半期

会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年１月１日から平

成21年６月30日まで）に係る四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書を記載しております。　

　

(4）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21

年６月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、また、当第２四半期連結会計期間（平成22年５月１日から平成22年７月31日まで）及び当第２四半期連

結累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人によ

る四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,244,761 ※2
 1,167,627

受取手形及び売掛金 1,169,310 1,018,184

商品及び製品 163,719 191,812

その他 55,602 82,681

貸倒引当金 △11,200 △8,572

流動資産合計 2,622,194 2,451,734

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,624,108

※1, ※2
 1,677,142

土地 1,529,346 ※2
 1,529,346

その他（純額） ※1
 175,150

※1
 181,129

有形固定資産合計 3,328,605 3,387,618

無形固定資産 63,639 72,243

投資その他の資産 ※4
 237,465

※4
 239,510

固定資産合計 3,629,710 3,699,371

資産合計 6,251,904 6,151,105

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 910,135 914,007

1年内返済予定の長期借入金 911,232 858,418

未払法人税等 79,178 95,099

返品調整引当金 7,300 7,600

その他 219,934 242,351

流動負債合計 2,127,780 2,117,476

固定負債

長期借入金 2,356,872 2,330,901

退職給付引当金 104,621 101,364

役員退職慰労引当金 158,337 155,337

その他 136,111 149,912

固定負債合計 2,755,941 2,737,515

負債合計 4,883,722 4,854,992
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年１月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 308,100 308,100

資本剰余金 230,600 230,600

利益剰余金 979,396 905,188

自己株式 △146,116 △146,116

株主資本合計 1,371,980 1,297,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,982 △891

為替換算調整勘定 △1,815 △767

評価・換算差額等合計 △3,798 △1,658

純資産合計 1,368,182 1,296,113

負債純資産合計 6,251,904 6,151,105
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 2,771,793

売上原価 1,846,078

売上総利益 925,715

販売費及び一般管理費 ※
 923,018

営業利益 2,696

営業外収益

仕入割引 30,689

その他 8,012

営業外収益合計 38,702

営業外費用

支払利息 28,650

その他 6,766

営業外費用合計 35,417

経常利益 5,981

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 27,397

その他 800

特別利益合計 28,197

特別損失

固定資産除却損 31,364

特別損失合計 31,364

税引前四半期純利益 2,815

法人税等 502

四半期純利益 2,313
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【当第２四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

売上高 3,206,880

売上原価 2,064,939

売上総利益 1,141,940

販売費及び一般管理費 ※
 959,314

営業利益 182,626

営業外収益

仕入割引 24,554

その他 9,589

営業外収益合計 34,143

営業外費用

支払利息 30,364

その他 8,403

営業外費用合計 38,768

経常利益 178,001

特別損失

固定資産除却損 701

特別損失合計 701

税金等調整前四半期純利益 177,300

法人税等 74,241

四半期純利益 103,059
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【前第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 1,398,326

売上原価 901,449

売上総利益 496,877

販売費及び一般管理費 ※
 480,465

営業利益 16,411

営業外収益

仕入割引 18,722

その他 4,950

営業外収益合計 23,673

営業外費用

支払利息 14,265

その他 2,044

営業外費用合計 16,310

経常利益 23,774

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 27,397

その他 800

特別利益合計 28,197

特別損失

固定資産除却損 31,364

特別損失合計 31,364

税引前四半期純利益 20,607

法人税等 7,623

四半期純利益 12,984
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【当第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年５月１日
　至　平成22年７月31日)

売上高 1,461,847

売上原価 922,318

売上総利益 539,528

販売費及び一般管理費 ※
 485,470

営業利益 54,058

営業外収益

仕入割引 11,045

その他 3,636

営業外収益合計 14,682

営業外費用

支払利息 14,925

その他 6,413

営業外費用合計 21,339

経常利益 47,401

特別損失

固定資産除却損 701

特別損失合計 701

税金等調整前四半期純利益 46,699

法人税等 19,162

四半期純利益 27,537
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 2,815

減価償却費 37,762

貸倒引当金の増減額（△は減少） △800

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,747

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △24,401

返品調整引当金の増減額（△は減少） 3,700

受取利息及び受取配当金 △1,054

支払利息 28,650

有形固定資産除却損 31,364

売上債権の増減額（△は増加） 167,409

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,599

仕入債務の増減額（△は減少） △403,636

その他 △22,995

小計 △182,038

利息及び配当金の受取額 1,054

利息の支払額 △29,995

法人税等の還付額 28,201

営業活動によるキャッシュ・フロー △182,777

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,351

定期預金の払戻による収入 120,000

有形固定資産の取得による支出 △486,862

無形固定資産の取得による支出 △2,842

投資有価証券の取得による支出 △2,045

差入保証金の差入による支出 △14,930

差入保証金の回収による収入 8,613

その他 △43

投資活動によるキャッシュ・フロー △448,463

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 1,000,000

長期借入金の返済による支出 △409,528

配当金の支払額 △30,248

財務活動によるキャッシュ・フロー 560,223

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △71,017

現金及び現金同等物の期首残高 648,596

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 577,578
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【当第２四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年２月１日
　至　平成22年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 177,300

減価償却費 89,618

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,256

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） 259

返品調整引当金の増減額（△は減少） △300

受取利息及び受取配当金 △1,473

支払利息 30,364

売上債権の増減額（△は増加） △150,670

たな卸資産の増減額（△は増加） 28,092

仕入債務の増減額（△は減少） △3,871

その他 11,977

小計 187,553

利息及び配当金の受取額 1,473

利息の支払額 △30,714

法人税等の支払額 △87,211

営業活動によるキャッシュ・フロー 71,101

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △30,264

定期預金の払戻による収入 90,000

有形固定資産の取得による支出 △11,456

無形固定資産の取得による支出 △395

投資有価証券の取得による支出 △1,489

差入保証金の差入による支出 △10,000

差入保証金の回収による収入 14,667

その他 △2,719

投資活動によるキャッシュ・フロー 48,341

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 550,000

長期借入金の返済による支出 △471,215

配当金の支払額 △28,531

リース債務の返済による支出 △32,062

財務活動によるキャッシュ・フロー 18,191

現金及び現金同等物に係る換算差額 △766

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 136,868

現金及び現金同等物の期首残高 892,085

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,028,954
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日）

該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法  当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．たな卸資産の評価方法  たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについて

のみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法  減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、連結会計

年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４．経過勘定項目の算定方法 合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。

５．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。 

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

税金費用の計算  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年７月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額

582,148千円 

   

※１　有形固定資産の減価償却累計額

515,038千円 

 

　２　担保資産

　　担保に供されている資産で、事業の運営において重要な

ものであり、かつ、前連結会計年度の末日に比べて著し

い変動が認められるものはないため、注記を省略して

おります。

※２　担保資産

　　担保に供している資産は次のとおりであります。

現金及び預金 110,324千円

建物及び構築物 1,594,969千円

土地 1,479,999千円

計 3,185,293千円

　

３　受取手形割引高 200,126千円 ３　受取手形割引高 201,565千円

※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額 ※４　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

投資その他の資産 △27,847千円

　

投資その他の資産 △30,216千円

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 役員報酬及び給与手当 416,036千円 

 退職給付費用 6,900千円 

 役員退職慰労引当金繰入 2,996千円 

　

　

 

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 2,144千円 

 役員報酬及び給料手当 419,351千円 

 退職給付費用 6,900千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 3,000千円 
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前第２四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 役員報酬及び給与手当 207,673千円 

 退職給付費用 3,450千円 

 役員退職慰労引当金繰入 1,286千円 

 

　

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

　

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 貸倒引当金繰入額 △1,201千円 

 役員報酬及び給料手当 211,100千円 

 退職給付費用 3,450千円 

 役員退職慰労引当金繰入額 1,500千円 

 

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成21年６月30日現在）

現金及び預金勘定 813,073千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △235,494千円

現金及び現金同等物 577,578千円

 

　

 

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

 （平成22年７月31日現在）

現金及び預金勘定 1,244,761千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △215,807千円

現金及び現金同等物 1,028,954千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年７月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年２月１日　至　

平成22年７月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  9,600株

　

　２．自己株式の種類及び株式数 

普通株式  584株

　

　３．新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。 

　

　４．配当に関する事項

（１） 配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年４月28日

定時株主総会
普通株式 28,851 3,200平成22年１月31日平成22年４月30日利益剰余金

  

（２）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの

　該当事項はありません。 
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自平成22年５月１日　至平成22年７月31日） 

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 1,173,576288,270 － 1,461,847 － 1,461,847

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 13,938 13,938△13,938　 －

計 1,173,576288,27013,9381,475,785△13,9381,461,847

営業利益 246,609　　　 17,978 10,110274,698△220,63954,058

　

当第２四半期連結累計期間（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日） 

 
卸売事業
（千円）

小売事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 2,687,339519,540 － 3,206,880 － 3,206,880

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 17,646 17,646△17,646　 －

計 2,687,339519,54017,6463,224,526△17,646　　 3,206,880

営業利益 576,401　　　 16,263 11,080603,744△421,117182,626

（注）１．事業区分の方法

事業は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各事業の主な内容

事業区分 主な事業内容

卸売事業 靴・衣料品専門店、百貨店、量販店等への卸売販売

小売事業 直営店舗による小売販売

その他事業 中国から国内への商品調達

３．前第２四半期会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び前第２四半期累計期間（自平成21

年１月１日　至平成21年６月30日）は四半期連結財務諸表を作成していないため前第２四半期連結会計期間

及び前第２四半期連結累計期間の事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年５月１日　至平成22年７月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　また、前第２四半期会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び前第２四半期累計期間（自平成

21年１月１日　至平成21年６月30日）は四半期連結財務諸表を作成していないため前第２四半期連結会計期間及

び前第２四半期連結累計期間の所在地別セグメント情報は記載しておりません。

　

【海外売上高】

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年５月１日　至平成22年７月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自平成22年２月１日　至平成22年７月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　また、前第２四半期会計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）及び前第２四半期累計期間（自平

成21年１月１日　至平成21年６月30日）は四半期連結財務諸表を作成していないため前第２四半期連結会計期

間及び前第２四半期連結累計期間の海外売上高は記載しておりません。
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（有価証券関係）

　　該当事項はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年７月31日）

前連結会計年度末
（平成22年１月31日）

１株当たり純資産額 151,750.44円 １株当たり純資産額 143,757.01円

　

２．１株当たり四半期純利益金額

前第２四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額 240.94円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 2,313

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,313

期中平均株式数（株） 9,600

 

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 11,430.69円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年２月１日
至　平成22年７月31日）

四半期純利益（千円） 103,059

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 103,059

期中平均株式数（株） 9,016
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前第２四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

　

１株当たり四半期純利益金額 1,352.54円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（千円） 12,984

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 12,984

期中平均株式数（株） 9,600

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 3,054.33円

 

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年５月１日
至　平成22年７月31日）

四半期純利益（千円） 27,537

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 27,537

期中平均株式数（株） 9,016

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。  
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月10日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本間　洋一  印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成21年１月１日から平成22年１月31日までの第20期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年１月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサの平成21年6月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年９月６日

株式会社アマガサ

取締役会　御中

優成監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アマガサの

平成22年２月１日から平成23年１月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年５月１日から平成22年

７月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年２月１日から平成22年７月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アマガサ及び連結子会社の平成22年７月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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